東京都立王子特別支援学校高等部　部活動規定
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東京都立王子特別支援学校長

守屋　光輝く
（１）部活動の目的

①自主的に活動し、楽しむ。 

②楽しく余暇を活用する技能・気持ちを育て、卒業後も続けられる活動を見つける。
③年間を通して継続的に続けていく中で、技術・技能を高め、集団・仲間作りを行う。
各種大会、展覧会、イベント等に参加する。　

（特体連､東京都障害者スポーツ大会､ゆうあい種目別大会等､学校･地域のイベント　等）､　　　　　　　　　　
（２）部活動の位置づけ

①活動は、王子特別支援学校の教育計画に基づく教育活動の一環として活動する。
②活動は、校長の責任のもと、担当教員・外部指導員が安全に留意し、かつ適切に指導する。
（３）部活動の設置
　　①球技部、陸上部、ダンス部、美術部、音楽部、書道部の６部を設置する。
②活動について
　　　・球技部、陸上部は、週２～４回
ダンス部は、週２～３回
音楽部は、週１～２回程度とする。
美術部、書道部は、月１～２回
    　・連続して３日以上の練習は基本的に行わない。（１日休息日を設ける）　
・練習日及び活動時間

　　　　★ロング日（Ｌ）の基本：会議の無い日、外部指導員が指導に当たる日　　

　　　　　１５：３０～１７：００（完全下校）

★ショート日（Ｓ）の基本：（月～金）

１５：３０～１６：１０（完全下校）
③大会、土・日の練習及び練習試合、イベント参加、展覧会、行事で発表。
　　　※大会、土・日の練習及び練習試合、イベント参加、展覧会、朝練を行うときは校長の承認を得る。
　　④月ごとの活動予定を各部ごとに配布する。

　　

（４）活動場所
　　　各部調整の上、校内では下記の場所を基本に活動する。

1 球技部、陸上部、ダンス部は、北棟体育館、北棟多目的ホール、グラウンド、南棟中庭、南棟屋上、中央公園を各部調整の上、使用する。
　　②音楽部は北棟音楽室を使用する。

③美術部は実習等美術室を使用する。

④書道部は北棟会議室を使用する。

　（５）部活動の新設、廃部
　　　参加生徒、指導体制、活動目標、活動計画を部活動委員会に提案し、協議のうえ、企画調整会議で承認を得て、活動を開始することができる。

　　　前年度に教員を対象とした部活動の参加に関するアンケートを実施し（１月に予定）、顧問が最低
でも２名の確保ができない部活動については廃部もしくは統合等の検討を行う。
　　　所属生徒が５名に満たない部活動については廃部もしくは統合等の検討を行う。
　　　
（６）部活動に参加する生徒
【対象】
　　　・高等部生徒全員に呼びかけをするが、指導体制･安全面を考え以下の条件のもとで活動できる生徒象とする。
1 一人で通学ができる（一人で通学できるが特別な事情によってヘルパーさんを利用する場合は、部動委員会で検討）
2 書道部については一人通学ができない生徒も参加できる。
3 身辺面の処理が自立していること。

4 本人に入部の意志があり、主体的に活動できること。
5 原則として年間を通して活動すること。
6 練習や試合等、校外の会場に自主的に往復できる。（保護者同伴も可） 
7 スポーツ関係の部活動に参加する生徒は
・日常生活の中で、運動制限などがないこと。
　　　・活動種目のルールを理解し、練習・試合・発表会に参加できること。
8 部活動のルールを守れないもしくは安全を確保できない場合は、入部を許可しない場合や退部をしていただくことがある。
9 新たに入部する生徒は、入部届けを提出後に正式入部とする。

⑩兼部については認めない。

※入部した生徒の実態を各部で確認、部活動委員会で各部の部員を確認し企画調整会議に報告し全校周知する。
　　⑪１年生に限り、事情により年度途中で部の変更希望が出た時は、部活動委員会で検討し対応する。

　　⑫球技部・陸上部について３月に継続申請手続きを行う。（年度当初に開催される大会への参加登録があるため。）
　　
【休部及び退部】
  　・活動を続けていく上で、支障のある場合はその都度部活動委員会で検討、対応する。
（７） 保護者の協力
  　・必要に応じて部活動保護者会を開催し、保護者の理解・協力を得ながら運営していく。
（８）　現場実習期間と部活動参加のルールについて
　　・部活動一律で実習開始１週間前より参加しない。
（１年の一日職場体験は該当しない。２年の職場体験実習は適用する）
　　・大会前に期日と参加予定者のリストを部活担当から進路部門に提出し、進路部門は
対象生徒の参加大会と実習期間が重ならないように調整を図る。
（９）その他
1 活動中の怪我については日本スポーツ振興センターの対象となる。
2 特体連の大会にかかる交通費は就学奨励費の対象となるが、その他の大会、イベント参加、見学の
ための交通費は自己負担となる。

3 各部とも部活動日誌を毎回記入する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
